
 

 

 

 

 

 

健康ブームやエコロジーによって自転車の利用者が増える一方、歩行者と自転

車の事故がここ１０年で３・７倍に急増し、自転車交通事故の民事裁判でも自転

車側に高額賠償が相次ぐなど、自転車の弊害が浮き彫りになってきた。子供から

大人まで気軽に使う自転車の事故では、誰もが被害者にも加害者にもなりうる。

事故の当事者への取材から、自転車事故の恐ろしさや自転車レーンの整備、ル

ール教育の在り方を考える。 

 

講  師 ： 毎日新聞社編集局社会部  馬 場 直 子 

ﾌ ﾟﾛﾌｨｰﾙ : １９７９年生まれ 早稲田大学卒業 ０４年毎日新聞社入社 

秋田支局で秋田県藤里町の連続児童殺害事件などを担当し、

０４年から東京社会部とうきょう支局で都議選挙、衆院選挙を

取材 １０年４月より現職で自転車問題を担当 

日  時 ： 平成 23年 1月 27日(木) 18：00～19:30 

(終了後希望者で懇親会 19:30～同所) 

場  所 ： 自転車会館 3号館 11階 日本自転車普及協会会議室  

セミナー参加費： １，０００円 

懇親会会費 ： ７００円 (参加者) 

 

港区赤坂１－９－３  

 日本自転車会館 3号館 

 

 東京メトロ ｢溜池山王駅｣ 

       (銀座線・南北線) 

    9 番出口 徒歩 3分 

  自転車は 3号館横(三会堂側)自転車

駐車場にお停め下さい。   

  自動車用駐車場の用意はございません 

  

第 4 回 自 転 車 セミナー 

毎日新聞社編集局社会部 馬場直子記者によるセミナー 

「相次ぐ高額賠償 自転車事故を巡る日本の現状」 

 馬場記者 

このセミナーは、競輪の補助金を受けて実施するものです。 

http://ringring-keirin.jp 

 

http://ringring-keirin.jp/


 

セミナー申込み方法 

   

メール又は FAX において申込み後、事務局より参加のご案内をした時点で申込み成立となります。 

①氏名 ②電話番号 ③年代 ④メールアドレス又は FAX№ ⑤懇親会の参加・丌参加をご記入の上、 

お申込み下さい。 

定員：先着 60名様  会費は当日お支払い下さい。 

下記の申込書 又は http://www.bpaj.or.jp に アクセスし｢セミナー開催｣からもお申込み頂けます。 

申込みメールアドレス： gyou2@jifu.jp 

 

セミナー「相次ぐ高額賠償 自転車事故を巡る日本の現状」 

参加申込書 

FAX№03-3586-9782 

氏 名 
 

 

電話番号 
 

 

メールアドレス 

又は FAX 番号 
 

懇親会出欠 参 加  ・  丌参加 

年 代 10 ・ 20 ・ 30 ・ 40 ・ 50 ・ 60 代以上 

 

主催者： 財団法人 日本自転車普及協会  (担当：事業部事業課) 

      東京都港区赤坂 1-9-3  TEL 03-3586-3278 FAX 03-3586-9782 

 

～自転車市民権宣言～ 

賛同いただける方はご署名をお願いします！ 

http://www.bpaj.or.jp/shiminken/index.html 

 

 

次回は、自転車文化センター学芸員 谷田貝一男によるセミナー 

｢シティサイクルから探る自転車と社会との関わりの歴史｣ 

2 月 24 日(木)18 時～開催予定です。 

 


